






論じられてきた（外山 1973: 24-30、金田一 1981: 209-211、石綿・高田 1990: 104-112）。
（ 1）  *コピー用紙が手を切った。
（1）は無生物名詞が主語となる他動詞文で、不自然に感じられるが、それに対して、日
本語には無生物主語他動詞文が普通に存在し、自然な文も少なくないという指摘（かね
こ 1990: 36-46、角田 1991: 39-61、熊 2009）もある。
（ 2） 各地でのリゾート開発計画もオートキャンプ場の整備を組み込んでいる。
 （かねこ 1990）
（ 3） 津波が三陸地方を襲った。 （角田 1991）

























（ 6）  ?大波は私をさらった。 （角田 1991: 48）
（ 7）  ?あの事件は加藤を驚かした。 （角田 1991: 48）
（ 8） 津波が三陸地方を襲った。 （角田 1991: 49）
（ 9） 大水が家屋を押し流した。 （角田 1991: 49）
　熊（2009）は文学作品と新聞社説から採集した無生物主語他動詞文の用例を対象に、
角田の名詞句階層の説を検証した。その結果、名詞句階層の説に反する用例は文学作品




 （河）（熊 2009: 34）
（11） 泰山木の花が、美しかった。大きな花びらが、恐れずに雨を享けて咲いている。














































































































































（32） 台風が窓ガラスを割った。 （2.34 点）
（33） ボールが窓ガラスを割った。 （1.94 点）
（34） ハンマーが窓ガラスを割った。 （1.34 点）






















































（42） 鍵がドアを開けた。 （0.73 点）




















































































































































































   「まあ、誰から？」
   「N 商店様。──お得意の一つですわ」
   「ご丁寧ね。みんなで食べてちょうだい」




























（75） a.  ?父親と会話ができなかったことが彼女を変えた。
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 1） 角田（1991）から引用したもの。原著の出典：Silverstein, Michael. 1976. ‘Hierarchy 
of features and ergativity’. In R. M. W. Dixon (ed.), Grammatical categories in 
Australian languages, 112-71. Canberra: Australian Institute of Aboriginal Stud-





 5） 熊（2009）のデータを用いる。1960 年代以降の文学作品 12 冊から無生物主語他動

























































『CD-ROM 版　新潮文庫の 100 冊』、『中日対訳コーパス』、インターネット検索エン
ジン：http//:www.google.co.jp
（ユウ・オウ　2008 年博士後期課程修了／北京郵電大学）　
